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 ７月７日の朝日新聞朝刊『声』に次のような投稿がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この記事を読んで、どのように思うでしょうか。「努力は裏切らない」という名言は、努力は必ず報われるとい

う意味で用いられます。「努力は裏切らない」が嘘ならば、今後は努力しても無駄ということになります。本当に

努力は人を裏切らないのでしょうか。 

「努力した者が成功するとは限らないが、成功した者は必ず努力している」 ベートーベン 

何をもって努力なのかは人それぞれです。人によってはそれが努力と思っていても、他人には努力しているよう

に思えないこともあります。また、その努力が報われるか、報われないのかは運もあると思います。それでも何か

で成功するためには、やはり努力は必要不可欠なものです。 

例えば、剣道の試合で勝ちたいのに素振りや試合形式の練習ではなく、黙々とランニングをしていたとします。

走ったって何になる、実戦形式の方が試合に勝てると思うかもしれません。しかし、足腰が鍛えられ、相手の打ち

込みをかわしたり、長時間に耐えたりすることができなければ、試合に勝つことはできません。基礎体力がなけれ

ば、何にもならないのです。 

「努力したからといって報われるわけではない。でも努力しないと報われない。」のです。 

「努力は裏切らないという言葉があるけれど、これは真実だ。ただし『長い目で見ると』という一言が言葉の

裏に潜んでいることを知っておかねばならない   瀬川晶司(サラリーマンから初めてプロ入りした将棋棋士) 

「努力は裏切らない」を言い換えると「努力したことは自分の糧になる」ということです。 

例えば、高校球児が甲子園に出場し、全国制覇できて、「努力が報われる」なんていうのは本当に一握りです。

結果としてそこまで到達しなかった彼らの努力は、無駄だったのでしょうか。努力する姿は人に感動を与えるし、

一生懸命戦って負けるからこそ、そこにドラマが生まれるのです。そこでの経験は、「勝利」という形では報われ

なかったとしても、いつか人生の中で、「あの時頑張ってよかった」と思える日がきっと来ると信じています。一

緒に努力した仲間の存在かもしれないし、努力によって得た根性かもしれません。 

つまり、これから先には必ず何か得るものがあるのです。だから、努力は必要です。 

 

常に努力することは大変なことですし、膨大なエネルギーを使います。どれだけ必死に努力しても結果が出ない

と、努力する意味がわからなくなります。自分の満足する結果が出るまで、ひたすら努力を継続していく。そのよ

うな強い精神力をもち、「努力は裏切らない」という信念のもと、努力できる人になってほしいものです。 

「努力は裏切らない」を本当にするかどうかは、自分の行動しだいなのかもしれません。 
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大田区立蓮沼中学校 

校長 大 原 章 博 

  は す     ぬ ま     ちゅう     かがみ 

 私は学校が大好き、部活の剣道部も大好きです。やりがいを感じています。ですが最近、その部活で悩みができま

した。私は部活がある日は必ず参加します。強くなりたいので一生懸命練習します。でも、勉強のために部活を休ん

だりする人が、大会では好成績。必ず部活に行っている私は、すぐに負けてしまいます。私の方が努力しているつも

りなのに、その人に勝てません。 

 「努力は人を裏切らない」という言葉がありますが、本当なのでしょうか。私は時々その言葉を信じることができ

なくなります。スポーツは「結果が全て」とよく言われます。でも、本当に悔しくてつらいです。どうすればいいの

か、私にはもうわかりません。それでも諦めたくない。努力を続けて、いつかは勝ちたいと思っています。 

                                       【東京都・１３歳】 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 徒 の 活 躍 

剣  道  部…第一ブロック夏季剣道大会 女子団体ベスト８ 6/25 都大会出場 

        大田区中学校選手権大会 女子個人戦２位（3A佐藤水帆子）7/9 都大会出場 

卓  球  部…大田区中学校選手権大会 男子団体準優勝7/8 都大会出場 

男子シングルス都大会出場（３Ｂ佐藤【スーパーシード】、３Ａ鈴木・２Ｃ鳥海【５位】、３Ａ荒木【決定戦】） 7/9 

社会を明るくする運動…武蔵新田駅前広報活動参加（3B福本・2Ａ大川、森田・2C北條）7/2 

 

 

６，７月はいろいろな方を講師としてお招きして、

講話を聞きました。 

6/16 普通科高校出前授業【３年】 

都立高校の小山台、駒場、目黒の３校の先生をお

呼びして、３年生に出前授業を行っていただきまし

た。１年での専門学校、２年での専門学科の先生に

続く第３弾になります。 

7/5 社会労務士講話【１年・Ｉ組】 

社会労務士の大西紀子様を講師として、「中学校

における学習やルールや約束を守ることが社会生活

を送るうえでどんな意味があるのか」についての話

を聞きました。この社会労務士講話は、２年は２学

期に、３年は３学期に行う予定です。 

7/7 セーフティ教室【全学年】 

池上警察スクールサポーターの杉崎等様を講師と

して「万引きは犯罪」「ネット利用の犯罪」につい

てのセーフティ教室を実施しました。被害にあわな

いようこと、万引きしないことが大切です。 

7/12 卒業生の話を聞く会【３年】 

３名の卒業生(現高校３年)を呼んで、高校受験へ

の取り組み方や高校生活などについて話してもらい

ました。身近な先輩の話を熱心に聞いていました。 

7/14 租税教室【３年】 

東京税理士会蒲田支部から副支部長の長島由明様

を招いて、「私たちの生活と税」の授業を各学級で

行いました。税についての理解を深めました。 

 

 

 

 ８月１日に給食費・教材費などの口座引き落としがあ

ります。夏休みではありますが、例月の引き落としにな

りますので、前日までに個人の口座に引き落し額以上の

残高があるようご準備ください。引き落とせない場合は、

９月に合計額での引き落しになります。 

情報モラル講習会 

 ７月１２日(水)の保護者会と同じ日に、情報モラル講習

会を行いました。【来年度も実施予定です】 

この講習会では、参加者が実際にタブレットを操作し

て、ラインいじめや、インターネット上のトラブルを模擬

体験しながら、子どもたちがどのようにインターネットを

活用しているかを知ることができます。また、子どもたち

の使っている用語（個チャ・リブ・鍵アカ・インスタなど）

を理解することもできます。そして、フィルタリングは当

然のこととして、子どもと話し合い家庭のＳＮＳルールを

作り、子どもたちをトラブルから守ることを目的としてい

ます。 

スマホを契約して子どもに与えているのは、保護者なの

ですから、子どもが興味をもっているアプリやゲーム、動

画などに一緒に触れてみたり、スマホについてわからない

ことがあったら子どもにきいてみたりしてください。すべ

てを知らないからといって子どもに任せてしまわないよ

うにしてください。困った時に子どもが相談してくる関係

をつくっておくことが大切です。 

ぜひ来年度は参加してみてください。 

努力することに意味のないことなんか一つもない。   渡辺元智（横浜高校野球監督） 

努力に即効性はない。でも努力は裏切らない。     野村克也（野球解説者・プロ野球監督） 

昨日の自分は、決して今日の自分を裏切らない。    浅田真央（フィギュアスケーター） 

努力は無駄にはならないし、努力は裏切らない。必ず報われる時がくる。『あの時の苦しみが今に活

きている』と思える日は必ず来る。           川藤幸一（マンガ『ルーキーズ』より） 

努力について語ったことば 


